
（款）　 （項）　10清掃費 （目）　5清掃総務費

◎清掃一般の経費

【総合計画上の位置づけ】

【事業の目的】
対象

意図

効果

【事業の内容】
(1) 一般廃棄物処理施設建設基金積立金

・

(2) 清掃運営事務
・

(3) 清掃一般運営事業
・

・

【事業費】

主な支出内訳
・

10

・ 清掃運営事務
　文具類等消耗品費 369
　全国都市清掃会議負担金 116
　日本環境衛生センター負担金 50
　神奈川県都市清掃行政協議会負担金 26

・ 清掃一般運営事業
　生活環境整備審議会委員報酬　８人 328
　廃棄物減量化及び資源化推進審議会委員報酬 0
　事務補助嘱託員報酬 0
　廃棄物減量化等推進員謝礼　205人 1,940
　生活環境整備審議会委員費用弁償 0
　事務補助嘱託員費用弁償 0
　一般廃棄物処理手数料等賦課徴収用印刷物印刷製本費 215
　軽貨物自動車（更新１台） 940

（単位：千円）

】

新たな委員構成による生活環境整備審議会を開催し、バイオマスや最新の焼却施設につい
てご意見をいただくとともに、本市の一般廃棄物処理施設の再編整備のあり方について諮問
を行った。

廃棄物減量化等推進員を対象に、年4回会合を開催するとともに、新任推進員に対する研修
として廃棄物関係施設見学を実施した。

当初予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

都市環境を保全・創造するまち
生活環境：環境にやさしい省資源・循環型社会を実現しているまち

一般廃棄物処理施設の建設の財源に充てるため基金積立事業を行った。

清掃事業及び環境衛生等に関する一般事務費及び関係団体への負担金を支出した。

市民等

安定的な一般廃棄物の処理と、３Ｒ事業を推進することにより、循環型社会が形成される。

一般廃棄物処理施設を中長期的に整備し、３Ｒ事業を総合的かつ計画的に推進することに
より、快適な生活環境の創造と循環型社会の形成を目指すため。

20衛生費

清掃一般運営事業 【 環境政策課・資源循環課

一般廃棄物処理施設建設基金積立金

27,711 26,057 24,891 1,166

　一般廃棄物処理施設建設基金利子積立金 696
　一般廃棄物処理施設建設基金寄附金

20,000　一般廃棄物処理施設建設基金積立金



事務事業

№/名　称
事務事業 1318 清掃運営事業

単　　　位 1208 一般廃棄物処理施設建設基金積立金事業

557 生環審事業

主管課 環境施設課 関連課 環境政策課・資源循環課・環境施設課

分野名 生活環境

目標
（目標値）
人口等の データ区分

データ 人　　　口
世　帯　数

運営資源 決算値

状　　　況 （国　・　県）

（負担金等）

（一般財源）

人員配置数

人 件 費

協　働　の
パートナー

事務事業
運営経費

市民１人当
りの経費

対象者１人
当りの経費

　２０年度事務事業の変更点（新規・廃止・縮小した個別事業）/事業仕分けの視点による妥当性の評価

変更額（千円） 妥当性※

※妥当性の評価

① 必要性なし

② 民間

③ 国・県

④ 現行どおり(鎌倉市)

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 再編整備の検討 再編整備の検討 計画の策定

実績値 検討 検討・諮問

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

　　評価　　◎：目標を達成　　○：目標に向かって前進している　　△：横ばい　　×：後退している

　ベンチマーク（県内外自治体や民間団体との比較値）

団体名

備　　考

平成21年度事務事業評価シート

22年度

22年度

指　　標 22年度

計画の策定

評価

○

22年度

最終年度（　　年度）

最終年度（25年度）

3.5人

計画の策定

最終年度（　　年度）

最終年度（　　年度）

評価

評価

評価

事業の変更点・変更理由

32,494千円

■サービス部門

□支　援　部 門

3.5人

ザイムス
コード及び
個別事業
名

24,891千円 

一般廃棄物処理施設の再編整備計画の策定

23,402千円 22,391千円
215千円

23,573千円 

32,666千円

54,809千円 

54,594千円
3.5人

1,182千円

33,775千円

175,051人176,484人 ・各年4月1日

77,430世帯 76,536世帯 75,611世帯
175,902人

環境-01 清掃一般運営事業

２０年度 １９年度 １８年度

個別事業名

87,475円

325円 326円 500円

57,348円

一般廃棄物処理施設の再編整
備計画の策定

1,489千円

57,385千円総事業費

指　　標

指　　標

指　　標



A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 E:事業完了 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 有

A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 E:事業完了 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 有

担当部名 部長名

　安定的な処理体制のもとで、本市の廃棄物行政の基本理念である「ゼロ・ウェイストかま
くら」の実現を図るため、一般廃棄物処理施設の再編整備については、広域化協議の状
況を鑑み、引き続き生活環境整備審議会の意見を踏まえ、施設ごとにその具体的な検討
を進める。

環境部 勝山　　洋

一次評価（課長評価）

Ａ

今後の方向性
　焼却施設をはじめ本市の一般廃棄物処理施設の再編整備について、逗子市との広域化の協議状況を
踏まえ、生活環境整備審議会等の意見を聴いて、方向性を決定していきます。

　本市の廃棄物処理施設の再編については、循環型社会の形成に寄与するとともに安定的な処理体制
が確立できるよう考えていくことが必要であり、生活環境整備審議会等の意見を踏まえ、その方向性を決
定していく。

Ａ

平成21年度事務事業評価シート

二次評価（部長評価）

今後の方向性

担当課長氏名： 環境施設課長　柿﨑　雅之

　（仮称）バイオ・リサイクルセンターの建設を初めとする、本市の一般廃棄物処理施設の
再編整備のあり方についての検討が求められていた。

（20年度事務事業を実施するうえでの課題・問題点は、どのようなことでしたか）
課題・問題点

未解決の課
題・問題点

（20年度事務事業の取組において対応（解決）できなかったものはどのようなことですか）

　新たな委員構成による生活環境整備審議会を開催し、バイオマスや最新の焼却処理施
設についてご意見をいただくとともに、本市の一般廃棄物処理施設の再編整備のあり方
について諮問を行った。

創意・工夫・
課題等改善
状況

（上記対応できなかった課題・問題点について今後どのように対応（改善）していきますか）今後の方針
（対応・改善）

創意・工夫・課
題等の改善点
20年度の成果

（課題・問題点についてどのような創意工夫、改善をしましたか。また、どのような成果がありましたか）

　本市の一般廃棄物処理施設の再編整備に向けて、生活環境整備審議会の審議を踏ま
え、その方向性を決定すること。


